
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
（ 人吉高等学校 定時制課程  ）学校 令和２年度（２０２０年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 
本校の綱領「礼節」「勤労」「進取」の精神を念頭に、全職員一体となって愛情と信頼を

基調とした教育を実践し、心豊かで調和のとれた社会に貢献できる人材の育成を図る。 
教育スローガン「磨き 鍛えん 青春の志高く」 

 

２ 本年度の重点目標 
熊本県教育委員会から示された「令和２年度（２０２０年度）県立中学校・高等学校にお

ける教育指導の重点」の趣旨に沿い、全職員が一丸となり、本校定時制に学ぶ生徒たちの現
状を踏まえ、以下の項目の実現に努める。 
（１）授業改革・確かな学力の育成（２）生徒指導の徹底・基本的生活習慣の確立（３）キ
ャリア教育の充実・進路保障（４）学校行事の活性化（５）授業改善・生徒と向き合う時間
の確保・働き方改革の推進 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 評価の

観点 
具体的目標 具体的方策 

評
価 

成果と課題 
大項目 小項目 
学校 
経営 
 

学校経営
方針 
 
 

学校教
育目標
の達成 

学校に対す
る高い信頼
が寄せられ
ている状態 

①学校の教育活動を公
開する機会を増やし、
積極的に情報発信す
る。 
②学校の取組に対する
意見や要望等を寄せや
すい仕組みづくりを進
める。 

Ｂ 【成果】初めて｢夜のｵ
ｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ」を開催し、
中学生、保護者、中学
校教員が参加し、定時
制の今の学びへの理解
を深めることができ
た。学校HPには｢楽し
くNight」ｻｲﾄを開設
し、週２回以上のﾍﾟｰｽ
で学校の様子を発信し
た。地元新聞社には、
行事の度に取材依頼を
重ね、昨年度以上に教
育活動の様子を掲載し
ていただいた。本校職
員への信頼度に関する
保護者ｱﾝｹｰﾄ結果は3.9
ﾎﾟｲﾝﾄと高い評価をい
ただいた。 
【課題】コロナ禍で当
初予定していた教育活
動公開の場が設定でき
なかった。 

魅力あ
る学校
づくり 

入学志願者
が増え、転
退学者がい
ない状態 

①在籍する生徒が誇り
を抱く教育活動を全教
科・全領域において展
開する。 
②学校行事の際など
に、活躍する生徒の姿
を見てもらう機会を数
多く設ける。 

Ｃ 【成果】新たに取り組
んだ総合的な学習／探
究の時間「人定MyRevo
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」では、生徒
が自己肯定感を持てる
活動となった。人定祭
は、コロナ禍のため生
徒の家族のみ来校可能
としたが、多くの参加
があった。 
【課題】生徒が誇りを
抱く教育活動を必ずし
も全領域で展開できた
わけではない。 

教職員の
資質向上 
 
 

教職員
の指導
力向上 

職員が指導
力向上のた
めに自己研
鑽に努めて
いる状態
（不祥事ゼ
ロの状態） 

①校内における会議等
をＯＪＴとして位置づ
けて実施する。 
②校外の研修等への参
加などＯｆｆ－ＪＴに
も積極的に取り組む。 

Ａ 【成果】業務の隙間時
間を活用してできる動
画研修を２度実施し
た。複数の職員が先進
地視察や学校情報化指
導者研修、教科研修等
に参加し、研修成果を
全職員に還元すること
ができた。五木分校と



の合同職員研修会を初
めて実施し、指導力向
上に努めた。資質向上
に関する職員ｱﾝｹｰﾄ結
果は昨年度より0.2ﾎﾟｲ
ﾝﾄ上がった。 
【課題】コロナ禍のた
め、当初予定の研修が
中止やｵﾝﾗｲﾝへの変更
で、研修機会が十分で
はなかった。 

業務改善 生徒と
向き合
う時間
増加 

ｽｸﾗｯﾌﾟ＆ﾋﾞ
ﾙﾄﾞ及びICT
活用で仕事
効率がこれ
までより上
がった状態 

①ICTを積極的に活用し
たり、データを共有化
したりして業務効率を
高める。 
②スクラップ＆ビルド
を進めるとともに各人
の業務の平準化を進め
る。 

Ｂ 【成果】年度当初から
校務分掌や教育活動に
様々なICTを導入し、
職員ｱﾝｹｰﾄでは、91.7%
が昨年までより仕事効
率を上げる工夫に努め
ていると答えている。 
【課題】成果の反面、
業務の平準化には至っ
ていないので、今後も
改善に努めたい。 

働き方改
革 

時間外
勤務の
削減・
年休取
得率向
上 

職員がスト
レスを軽減
し、心身と
もに健康な
状態で教育
活動に当た
っている状
態 

①会議や打合せの整理
・削減や事前の会議資
料配付を行う。 
②年休が取得しやすい
雰囲気作りや行事予定
表作りを行う。 

Ｂ 【成果】昨年度より年
休が取得しやすい体制
となり、仕事のｵﾝｵﾌが
はっきりできたと答え
た職員の割合が、83%
であった。今年度は、
ｼﾌﾄ変更等を実施し、
負担軽減が図れた。 
【課題】部署によって
は、議題が多く、会議
時間が長くなる傾向に
あった。 

学力  
向上 
 

授業改革 
 
 

授業の
改善 
 

生徒が意欲
を持って主
体的に授業
に参加して
いる状態 
 

①生徒が「学びのおも
しろさ」や「学ぶ意
義」を感じ「達成感」
を味わう魅力ある授業
づくりに取り組む。 
②テーマを絞った研究
授業と合評会を実施
し、授業の改善に取り
組む。 

Ｂ 【成果】コロナ禍での
臨時休校期間における
ICTを活用した学習保
障、｢ICTを活用した主
体的・対話的で深い学
びの実現」を統一ﾃｰﾏ
にした公開授業週間の
取組を通して、職員の
ICT活用のｽｷﾙｱｯﾌﾟや授
業改善が進んだ。 
【課題】授業改善の成
果が、生徒の興味・関
心の喚起にまでは及ば
なかった。 

学習評価
の改善 
 
 

テスト
問題の
改善 

テスト問題
の質が向上
し、客観性
が高まった
状態 

①外部評価問題等との
関連を図った作問に取
り組む。 
②思考力や判断力を評
価する作問を工夫す
る。 

Ｂ 【成果】年度当初から
取り組んでいる教頭と
の考査問題協議や、観
点別評価方法に合わせ
た作問研究が、生徒の
学習成果を適切に評価
できるﾃｽﾄ問題づくり
に大きく寄与した。
【課題】生徒の定期考
査への取組の不十分さ
が否めない。考査１週
間前にもかかわらず、
学習時間が60分未満の
生徒が半数以上いる。 

指導と
評価の
一体化 

学習評価の
在り方につ
いて工夫・

①観点別評価やポート
フォリオ評価について
研究を進める。 

Ａ 【成果】他校に先んじ
て観点別評価の仕組み
を整備し、今年度から



改善がみら
れる状態 

②シラバス帳の活用を
通して単元や内容のま
とまりごとの評価方法
を研究する。 
③個に応じた適切な評
価の在り方を研究し実
践する。 

全ての教科で実施でき
たことで、県下でも先
駆け的取組となった。 
【課題】今後はそれぞ
れの観点で、適切に評
価できているかの検証
と研究が必要である。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

キャリア
発達 
 
 

基礎的
・汎用
的能力
の育成 

年次に応じ
た将来展望
と実現に向
けた努力が
なされてい
る状態 

社会的・経済的自立に
向けた情報提供や体験
の機会を数多く設け、
職業観・勤労観を育
む。 

Ｂ 【成果】休校があった
が、生徒一人一人と進
路面談を２～３回実施
し、生徒に合った情報
提供や指導ができた。
【課題】コロナ禍でｲﾝ
ﾀｰﾝｼｯﾌﾟや企業見学が
中止となり、職業観・
勤労観の育成が十分で
きなかった。 

進路目標
の達成 
 
 

進路実
現力の
育成 

進路実現に
必要な力が
向上してい
る状態 

①学校を中心とした生
活習慣を確立させ、出
席率を向上させる。 
②生徒の進路志望に応
じた必要な手立てを検
討し、実践する。 
③外部テスト等の客観
的な指標を活用し、実
力を評価する。 

Ｂ 【成果】学びの基礎診
断ﾃｽﾄや模擬試験の結
果をもとに、個別に面
談や指導を実施するこ
とができ、生徒の進路
に対する意識を向上さ
せることができた。 
【課題】今後は、人定
としての進路ｼﾗﾊﾞｽや
個別のﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟを作成
・活用し、生徒が進路
目標を定めるよう具体
的な手立てを行う必要
がある。 

進路保
障 

卒業予定者
全員の進路
が決定した
状態 

①定期的に生徒の進路
状況について検討会を
設け、必要な手立てを
講じる。 
②生徒の適性等をふま
え、進路情報の提供や
進路希望先訪問等を促
す。 

Ｂ 【成果】卒業予定生徒
全員が目標とする進路
を実現できた。 
【課題】今後は、ｷｬﾘｱ
ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄを活用しなが
ら、生徒が明確な進路
目標を持って行動でき
るよう適性等を踏まえ
て適切な情報提供を行
っていく必要がある。 

生徒  
指導 

個性の伸
長 

生徒理
解の深
化 

生徒の特性
や能力（可
能性）など
が把握さ
れ、尊重さ
れた状態 

①あらゆる機会を捉え
て生徒の特性や能力等
を見いだすことに努め
る。 
②生徒情報の交換・共
有の機会を年間を通じ
て設け、生徒の可能性
を伸ばす手立てを講じ
る。 

Ｂ 【成果】毎週末生徒情
報連絡会を実施し、全
職員が常に生徒の状況
を把握し、生徒に対し
てきめ細やかな対応が
できた。 
【課題】今後は、さら
に生徒の可能性を伸ば
す手立てを講じる必要
がある。 

自己指導
能力の育
成 
 
 

自己肯
定感の
高揚 

生徒の自己
肯定感が高
まった状態 

①生徒のよさを見いだ
し、認め、褒め、励ま
す教育実践に努める。 
②一人ひとりの生徒に
応じて適切な課題を設
定し、スモールステッ
プで課題を乗り越えさ
せ、数多くの成功体験
を積ませる。 

Ｂ 【成果】人定祭で各ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟで生徒一人一人に
応じた目標設定や取組
を行うことができた。 
【課題】成功体験をよ
り高めるため次年度は
普段の学習成果を生徒
が発表できる場面をさ
らに設定していく。 

自己決
定力の
育成 

生徒が自己
実現に向け
て前進して
いる状態 

①様々な教育活動の場
面で、生徒に選択させ
る機会を設ける。 
②生徒が主体的に生徒
会活動を行うことがで

Ｂ 【成果】新型コロナの
影響がありながらも、
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動など新し
い取組が実施できた。
【課題】次年度も行事



きるよう支援する。 ・授業などで生徒が自
ら課題や目標を選択す
る場面を設定し自己決
定力を育成する必要が
ある。 

人権教
育の推
進 

人権尊重 
 

人権を
尊重す
る意識
の高揚 

互いに人権
を尊重し合
っている状
態 

①定期的に「人権便
り」を発行する等積極
的に人権問題の啓発を
行う。 
②日常の授業のなかに
人権意識を高めるため
の計画を盛り込み、教
育実践交流の機会を増
やす。 

Ｂ 【成果】｢心のきずな
を深める」｢人権教育
推進」各月間で、北朝
鮮拉致問題、コロナ差
別、性同一性障害に関
する学習を実施した。 
【課題】合同LHR及び
職員研修の年間計画を
更に練る必要がある。 

生命尊重 
 

生命を
尊重す
る意識
の高揚 

生命を大切
にする態度
や行動が見
られる状態 

①それぞれの授業のな
かで、生命尊重に関す
る話題を適宜取り上げ
る。 
②健康教育や防災教育
などの取組に併せて命
を大切にする意識付け
を図る。 

Ｂ 【成果】薬物乱用防止
講座や地震避難訓練の
取組で、危機に対して
生命を守る意識を高め
ることができた。 
【課題】他人を思いや
る気持ちを更に高める
必要がある。 

いじめ
の防止
等 

いじめの
早期発見 
 

いじめ
の認知
と対処 

いじめが適
切に認知、
対処された
状態 

①日常的な生徒観察と
定期的な生徒情報の交
換・共有とともに、ア
ンケート等を活用して
いじめの早期発見につ
なげる。 
②万一、いじめ事案が
発覚した場合は、基本
方針に沿って迅速に対
応する。 

Ｂ 【成果】毎週の生徒情
報連絡会で個々の生徒
状況を共有できた。心
のｱﾝｹｰﾄや担任面談を
実施し、いじめゼロを
継続した。 
【課題】授業担当者が
授業中の生徒の言動に
今後も注意を払う。 

いじめの
未然防止 
 

望まし
い人間
関係づ
くり 

生徒が互い
に思いや
り、尊重し
合っている
状態 

①生徒会による「いじ
めゼロ宣言」を行い、
ＨＲに掲示するととも
に、毎学期の始業式時
等に確認する。 
②ＳＮＳの使い方など
情報モラル啓発資料を
配付し、思いやりや互
いを尊重する心を育む
活動を行う。 

Ｂ 【成果】合同SHRを定
期的に行ない、｢心の
つながり｣をつくるこ
とに努めることができ
た。合同LHRや総学・
総探の時間において
は、生徒の学年を越え
た｢心の繋がり｣を作る
ことに取り組むことが
できた。 
【課題】生徒会による
｢いじめゼロ宣言｣を年
間計画通りにきちんと
実施する必要がある。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

社会に開
かれた学
校づくり 
 

総合型
コミュ
ニティ
スクー
ルの推
進 

総合型ＣＳ
として教育
目標等が地
域と共有さ
れた状態 

①学校運営協議会を通
じて、学校に対するニ
ーズや課題等を把握す
る。 
②各種教育活動の実施
の案内や各種学校便り
の発行及びＨＰ掲載を
通して情報発信を行
う。 

Ｂ 【成果】情報発信にお
いては｢安心・安全メ
ール｣｢人定便り｣学校H
P｢楽しくNight｣等、様
々な形で教育活動を発
信できた。学校運営協
議会においてはコロナ
禍及び豪雨災害対応の
中、地域の要職の方々
が参加し、実態に即し
た協議ができた。 
【課題】各委員から学
校に対するニーズ等の
踏み込んだ点まで把握
ができなかった。 

保護者
との連
携 

保護者が活
発に学校行
事等へ参加
している状

①年間スケジュールを
見通して、保護者への
行事参加の呼びかけを
できるだけ早く行う。 

Ｂ 【成果】人定祭への保
護者参加の呼びかけが
例年に比べて遅くなっ
てしまったが、当日は



態 ②学級通信等を活用
し、保護者への情報提
供を密に行う。 

多くの生徒の家族の参
加があった。 
【課題】公開授業の保
護者参加は昨年度より
増えたが、今後も増や
す工夫を行う必要があ
る。 

 

４ 学校関係者評価 
・自己評価は、ずいぶんと厳しめに付けてある。自らを引き締める意味合いがあるのかもし

れないが、行われてきた教育活動は十分Ａ判定だと言える。 
・生徒情報連絡会での生徒の日常の変化等を共有する取組、合同ＳＨＲでの学年問わず一体

感をつくる取組、いずれも高く評価できる。 
・定時制の生徒会も全日制に負けず劣らず、いい活動をしている。 
・広報で学校の様子を多く発信しているので、学校の様子がよくわかるようになり、定時制

のイメージが変わった。 
・ダブルスクールで頑張っている生徒等もいる等、生徒が将来をしっかりと考えて、楽しく

学習に取り組んでいる様子が分かり、大変明るい印象を受けた。個々の学び方は、いろい
ろな方法があると思うので、これからも大いにアピールして欲しい。 

・生活体験発表大会厚生労働大臣賞を受賞した生徒の作文は大変素晴らしいものだった。 
・学年によって、家庭学習時間に大きな差があるようだ。 
・人権教育によく取り組んでいる。北朝鮮拉致被害者問題、コロナ差別、性同一性障害等、

新しい人権問題にも積極的に取り組んでいて、人権を重視している姿勢が評価できる。 
・今後も地域から学校に協力できることがあれば、遠慮無く要請してほしい。 
 

 

５ 総合評価 
 今年度は、コロナ禍のため学校行事、対外行事が中止・変更される中、可能な限りで、新た
に取り組んだ様々な学校改革が、学校内（生徒・保護者・職員）及び地域の方々に認められ、
一定の評価を得た形となった。 
内側では、授業改革に努め、職員の校内及び校外での研修によって授業力向上に繋がった。

特に全職員で取り組んだＩＣＴ活用の研究授業・合評会、探究学習や生徒募集に関わる先進地
（広島県立加計高校）視察研修・報告会、そして兄弟校である五木分校との初の合同職員研修
は、職員の授業改善への意欲向上に繋がるとともに、生徒の学習内容理解向上にも繋がった。
働き方改革については、昨年度より仕事のオンオフがはっきりできたと回答した職員が８割超
で、職員の働き方に関する意識改革も進んだ。 
外側に向けては、これまで十分に取り組めていなかった定時制の教育活動に関する広報を活

性化させることができた。従来からの各種学校便りの発行に加えて、学校ホームページ、安心
メールの活用を始めた。地元新聞社への取材依頼も重ね、人定の記事が数多く掲載された。更
に初の試みとなった地域人材を活用した探究活動、夜のオープンスクールは、地域の方々や中
学生・その保護者、そして中学校職員に人定の今の学びを深く理解してもらう絶好の機会とな
った。結果、入学者選抜試験出願者数が昨年度より増加した。 
全国定時制通信制生活体験発表大会において、厚生労働大臣賞を受賞した生徒が出たのも、

職員が一丸となって、定時制生徒の教育に当たってきた一つの成果だと考える。 
以上、自己評価及び学校関係者からの評価を謙虚に受け止め、次年度も学校が直面する課題

に対して積極果敢に挑戦し、学校改革の歩を停めず邁進して参りたい。 
 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
（１）学校経営について 
【課題】 

生徒アンケートで２割弱が本校生徒であることに誇りをあまり持てていないと回答してい
る。「在籍する生徒が誇りを抱く教育活動を全教科・全領域で展開する」と掲げた高い目標
に少しでも近づく必要がある。 
【方策】 

学ぶ姿勢の大切さを、各教科の授業内でふれながら、人定での学びに誇りが持てるよう努
めていきたい。 
 
（２）学力向上について 
【課題】 

総じて学習時間が少なく、家庭学習の習慣がなかなか定着しない。自ら学ぶ意欲を高める
必要がある。 
【方策】 

「授業の改善」における改善方策としては、クロスカリキュラムによるシラバスの構築を行



い、学習内容が生活や他教科の学習に活きるということを実感させ、生徒の興味・関心の喚起
につなげていきたい。また、「テスト問題の改善」における改善方策としては、考査１週間前
にテスト勉強の計画を立てさせ、学習時間の記録を励行させることで、テストに対するモチベ
ーションアップを図っていきたい。そして、「指導と評価の一体化」における改善方策として
は、校内研修や五木分校との合同研修の機会等を通じて、観点別評価の事例を共有し評価方法
の研究を行っていきたい。 
 
（３）キャリア教育（進路指導）について 
【課題】 

人定としての進路シラバスや個別の進路実現ロードマップを作成・活用し、生徒が進路目
標を自ら定められるようにする必要がある。 
【方策】 
 次年度新たに策定する人定進路シラバス（４カ年・３カ年）にしたがって、キャリアパス
ポートを本格活用し、生徒自らが自身の進路について考え、選択していく指導を行う。特に
担任・進路指導主事は、生徒の夢開拓、夢実現に向けて進んでいく伴奏者としての役割を果
たしていく。 
 
（４）生徒指導について 
【課題】 

学校と就労の両立を目指す生徒への支援を、系統的にかつ計画的に行っていく必要があ
る。 
【方策】 
 就労と学習の両立ができていない生徒、もしくは就労することによって生活改善ができそ
うな生徒、生徒個別の状況に応じて、面談等を通じて支援していく。同時に、就労先にも定
期的に訪問して、就労状況の把握を行い、就労先と連携して生徒の人間的成長を促してい
く。 
 
（５）人権教育の推進について 
【課題】 
 生徒の人権学習、職員の人権研修の年間計画をしっかり立てて実施し、その評価も行い、
次に繋げられるような人権学習の体制を整える必要がある。 
【方策】 
 熊本県の主な人権課題である、同和問題、水俣病をめぐる人権、ハンセン病回復者等の人
権、北朝鮮拉致問題の４つに加えて、性同一性障害やコロナ差別、外国人労働者の人権な
ど、新しい人権問題について、系統的・計画的に学習、そして振り返りを行い、人権学習の
ＰＤＣＡサイクルを整える。 
 
（６）いじめの防止等について 
【課題】 
 学校いじめ防止基本方針が今年度末に改訂されたので、それを全職員が熟知し、万一のこ
とが起きても即応できるようにする必要がある。 
【方策】 
 授業担当者が授業中の生徒の言動に注意を払い、いじめの未然防止に努めていくことはも
ちろんのこと、常に危機感を持って事案に対応できるように、新しい学校いじめ防止基本方
針、重大事態対応マニュアルの職員研修を実施する。 
 
（７）地域連携（コミュニティ・スクールなど）について 
【課題】 
 地域から人定に対するニーズや要望を把握する必要がある。 
【方策】 
 今年度、学校の情報発信は大幅に改善ができたので、繋がりができた地域の方々から、情
報を収集する方策を見つけ出す。たとえば、人定MyRevoプロジェクトの地元理解研修を活用
して、生徒だけでなく職員も、地域の方々から人定に対するニーズや要望を聴取していく等
が考えられる。 
 

 


